
中野山遺跡（第１２次） Ｎｏ.７ 

所在地：四日市市北山町 
位置情報ＵＲＬ：http://www.gis.pref.mie.lg.jp/mmm/index.html?z=128&ll=35.047974537037035,136.58725141242937 

掘削作業はほぼ終了し、補足調査や図面作業を行っています。 

 １０月５日の現地説明会は、天

気もよく、無事終了することがで

きました。第12次調査区は、ラジ

コンヘリを使用した空中撮影・測

量が終了し、現在は写真撮影と図

面作成など遺構ごとの補足調査

を行っています。 

今回は、現地説明会でお伝えし

きれなかった第12次調査区の見

所を、３ページに渡って写真満載

でお伝えします！ 

←空から見た中野山遺跡とその周

辺（東から）。10月４日撮影。 

見所① 第 12 次調査区は、西と東で違う景色が広がっています！ 

西側は竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

の四角形がいっぱい（南西から）   東側は掘立柱建物
ほったてばしらたてもの

の柱穴がいっぱい（南東から） 

 第 12 次調査区では、中野山遺跡の代名詞ともいうべ

き「縄文時代早期の煙道付炉穴」が１基も見つからなか

ったことから、その当時の人々はここよりも東側の第

10・11 次調査区付近に住んでいたことがわかりました。 

第 12 次調査区は、西と東で景色が異なっています（Ｈ

Ｐ上に掲載している現地説明会の資料も併せてご覧く

ださい）。西側は縄文時代～古代の住宅街だったようで、

多くの竪穴住居が見つかりました。一方、東側では古代

の掘立柱建物がたくさん見つかりました。 第12次調査区全景（上が北） 






